人首小学校閉校記念事業趣意書

時下、皆様方にはますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
さて、人首小学校は、明治六年、校舎を人首町に置き、木細工分校、学間沢分校、中沢分校を設け開校して以来、平成七年からは、現在の校舎として変遷を経ながら、百四十九年という輝かしい伝統と優れた校風を受け継ぎ今日に至っております。この間三千名に及ぶ有為な人材を送り出し、地域の教育と文化の中心的存在として、その役割を果たしてまいりました。
かつては、沿岸部と内陸部を結ぶ要衝の地で、町並みにもその面影が伺われ、また、すぐそばを鳴瀬川が流れる環境にも恵まれた人首小学校も、少子化の流れには勝てず、令和五年三月をもって閉校することとなりました。閉校後は、玉里小学校、梁川小学校、広瀬小学校、木細工小学校とともに「江刺ひがし小学校」として再編されることとなります。
　この人首小学校の歴史に幕を閉じることは大変残念であり、寂しい限りでありますが、母校の歩みを回顧し、この輝かしい歴史を後世に残すことは、今日居合わせた私たちの責務であると考え、閉校記念事業実行委員会を組織し、閉校記念事業の一つとして、閉校記念誌を作成することを計画致しました。
　つきましては、趣旨にご賛同くださり、記念事業達成のため格別のご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

記

《閉校記念事業の主な内容》
　　一、人首小学校　思い出を語る会の開催
　　一、閉校記念誌の発行
　　一、閉校記念碑の建立　　　　　等

《協賛金》
一口　三〇〇〇円　
※「閉校記念誌」を、後日お送り致します。

《篤志寄付金》
　　一口　五〇〇〇円
　　　※閉校記念誌にお名前を掲載させていただきます。
　　　※「閉校記念誌」を、後日お送り致します。
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